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はじめに
体外衝撃波による腎尿管結石破砕術 (extracorpo-

































doub1e-J stent cathetcrを挿入留置せず， サンコ、状
結石の砕石順序を考慮しなかったことなどが治療に難
渋した原国で、あると考えている.
症olJ2 : 56歳，男子.左上腎杯結石. 1986年 7月31
EI 1，600発の ESWLを施行したがほとんど排石が認










i刊・ほか ESWL ・難渋症例 1159 










狭培は必ずしも明瞭でなく (Fig. 3)， ESWLによ
る結石破砕1守の粘膜損傷や浮腫も本例の排石遅延の原
因のーっと考えられる.































































































































PNS and/or PNL 
DωJ and/or PNS 
呼吸の調整





. case by case 
(PU伽問
必喜婆喜ならlぱま拡猿術
-尿管腔との略隙が狭い ・・ 尿管カテーテルによる flush
-骨(腰椎，1，白線骨など)の陰影・・…一・/尿管カテーテルの留置
1及び体イ立の鵠整
D-.J : Doubleサ stentcatheter留置E
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